






 

教 科 名       応 用 物 理（Applied Physics） 

学年・学科名 
第 3学年 

機械工学科 

【担当教員氏名】   常勤 田淵 正幸 

【教員室】    3階 305-2       内線 6377      

単位数・期間  2単位    週 2時間    通年    必修    総時間 60時間       

教科書など       「基礎からの物理学」 （原 康夫著，学術図書出版社） 

補 助 教 材       

参 考 書など 
演習問題プリント，小テスト問題（解答プリント）  

学習到達目標： 

 自然界の物理現象のうち，電気，磁気に関するものについて，その概念と理論の基礎知識を習得する．理論を

数式で記述でき，原理から順を追って考えていく能力を身につける．単に数式を丸暗記するのではなく，電磁気

学の種々の現象に適用される法則や式を理解する． 

函館高専教育目標との関連： 

 Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

学習上の留意点： 

 各定期試験までの間に 1～２回の小テストを行う．小テスト実施時は次に進むための知識のまとめのときでも

あるので，このときまでに最低限必要な知識は身につけておくようにする． 

 数学，物理で用いる数式の丸暗記にとどまらず，その考え方や適切な表現方法を身につけるようにつとめる．

また，数値を求める場合には，用いる値や目的量の単位にも注意を払う． 

評価方法： 

 各期ごとに，定期試験（B）（80%），小テスト（B）（20%）により評価する（小テストを行わなかった場合は，

定期試験のみ（100%）で評価する）．学年成績は，各期の評定の平均点とする． 

必要とされる予備知識：  

 低学年で学んだ数学（三角関数，ベクトル，微分積分），および物理の内容 

関連する科目： 基礎数学Ⅰ，Ⅱ，代数幾何，微分積分，物理 

その他：学習到達度試験は小テストとして扱い，成績に算入する．  

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

ガイダンス 

１．電荷と静電気力 

 1-1 電荷と静電気力 

 1-2 電荷の保存則 

 1-3 静電誘導 

 1-4クーロンの法則 

 1-5 静電気力の重ね合わせの原理 

２．電場 

 2-1 電場 

 2-2 電気力線 

 2-3 ガウスの法則とその応用 

 2-4 導体中の電場 

３．電位 

 3-1静電気力による位置エネルギー 

1 

 

1 

2 

 

2 

 

 

2 

2 

 

2 

 

2 

 

 

電荷と静電気力を説明できる． 

電荷の保存則を説明できる． 

静電誘導の原理を説明できる． 

2つの電荷間の静電気力を求めることができる． 

3つ以上の電荷による静電気力を求めることができる． 

 

点電荷が作る電場を求めることができる． 

電気力線を用いて電場を表現することができる． 

ガウスの法則を用いて電場の計算ができる． 

導体中や導体表面での電場を求めることができる． 

 

静電気力による位置エネルギーを求めることができる． 

    ★前 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 1 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

 3-2 電位と電位差 

 3-3 電位の計算例 

 3-4 等電位面と等電位線 

 3-5 静電しゃへい 

４．コンデンサー（キャパシター） 

 4-1 コンデンサー 

 4-2 コンデンサーの電気容量 

 4-3 コンデンサーの接続 

  

 4-5 誘電体とコンデンサー 

3 

 

3 

 

 

2 

 

2 

 

1 

電位と電位差について説明できる． 

点電荷による電位を計算できる． 

等電位面と等電位線の意味とその性質が説明できる． 

静電しゃへいを説明できる． 

 

コンデンサーとは何かを説明できる． 

コンデンサーの電気容量を求めることができる 

複数のコンデンサーが直列，並列接続された場合の回路

全体の電気容量を求めることができる． 

コンデンサーに誘電体を挿入した場合の電気容量を求

めることができる． 

★ 前 期 期 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 2 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 



５．電流 

 5-1 電流 

 5-2 オームの法則 

 5-3 直流回路 

 

 5-5 キルヒホッフの法則 

 

 5-6 電流と仕事 

 

 

６．電流と磁場 

 6-1 磁石と磁場 

 6-2 磁場と磁力線 

 6-3 電流のつくる磁場 

  

 

 6-4 電流にはたらく磁気力 

 

 

3 

 

 

 

2 

 

3 

 

 

 

1 

 

3 

 

 

2 

 

電流と電荷の関係を説明できる． 

オームの法則と電気抵抗率を説明できる． 

複数の抵抗が直列，並列接続された場合の回路全体の抵

抗を求めることができる． 

キルヒホッフの法則を用いて回路に流れる電流を求め

ることができる． 

電流がする仕事を求めることができる 

ジュールの法則からジュール熱を求めることができる． 

電力，電力量の意味を説明することができる． 

 

磁場と磁力線，磁束密度の意味を説明できる． 

 

円電流がつくる磁場を求めることができる． 

ソレノイドを流れる電流がつくる磁場を求めることが

できる． 

磁場の中で電流が受ける力を求めることができる． 

フレミングの左手の法則を説明できる． 

★後 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 1 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

 6-5 電流の間にはたらく力 

 6-6 荷電粒子にはたらく磁気力 

 

 

 学習到達度試験 

 

７．電磁誘導 

 7-1 電磁誘導 

 7-2 電磁誘導の法則 

 7-3 磁場の中を動く導体に生じる起電力 

 

 7-4 電磁誘導と自由電子 

1 

2 

 

 

2 

 

 

2 

 

2 

 

2 

平行電流間にはたらく力を求めることができる． 

ローレンツ力を求めることができる． 

ローレンツ力による運動を説明できる． 

 

（小テストとして扱い，成績評価に入れる） 

 

 

電磁誘導とファラデーの法則を説明できる． 

 

磁場の中を導体が動く場合の電磁誘導を理解し，この場

合の誘導起電力などを求めることができる． 

ローレンツ力による電磁誘導の解釈について説明でき

る． 

★ 学 年 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 2 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 
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Information Processing
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Manufacturing Technology
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Manufacturing Practice



          Machine Design & Drawing
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教 科 名       応 用 数 学 Ⅱ（Applied Mathematics Ⅱ） 学修 

学年・学科名 
第 4学年 

機械工学科 

【担当教員氏名】 常勤 田淵 正幸 

【教員室】講義棟 3階 305-2   内線 6377 

単位数・期間 2単位 通年 週 2時間 必修 総時間数 90時間(中間試験・自学自習 45時間を含む実時間) 

教科書など       
前期：「新版 応用数学」（岡本和夫ほか著，実教出版） 

後期：「新訂 確率統計」（高遠，斎藤ほか 4名 著，大日本図書） 

補 助 教 材       

参 考 書など 
新訂 応用数学問題集（高遠，斎藤ほか 4名 著，大日本図書） 

学習到達目標： 

 工学で扱う数学のうち，フーリエ級数，確率・統計の基礎知識を習得する．前期はフーリエ級数の理論を理

解し，簡単な連続関数のフーリエ級数を求めることができること，後期は確率・統計の基礎を学び，目的に応

じて各種データを，適切な手段で，正確に，短時間で処理できることを目的とする．（B-1） 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」教育プログラムの学習・教育到達目標との関連： 

Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

 (B-1) 数学および物理や化学，生物などの自然科学の基礎知識を持っている 

学習上の留意点： 

前期：級数の概念，Σを用いた和の表現などの知識が確実であること．三角関数，指数関数の積分，部分積分

法が確実にできること． 

後期：演習問題は漠然と解くのではなく，計算方法などを工夫して最短時間で正しい結果を出すことも考える

こと． 

評価方法： 

  定期試験(B-1)（80%），小テスト (B-1)（20%）により評価する． 

必要とされる予備知識： 

 前期：級数，三角関数および指数関数の積分（部分積分法を含む） 

 後期：誤差論（応用物理実験） 

関連する科目：微分積分，応用物理（実験） 

その他： 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

授業内容のガイダンス 

第１部 フーリエ級数 

１．周期関数と三角関数 

 

２．フーリエ級数 

 

３．フーリエ余弦級数と正弦級数 

1 

 

3 

 

2 

4 

2 

2 

 

 

 

周期関数の概念を理解し，グラフに描くことができる． 

三角関数の基本的な性質を理解し，その積分ができる． 

フーリエ級数の概念を知る． 

簡単な周期関数のフーリエ級数を求めることができる． 

偶関数のフーリエ余弦級数を求めることができる． 

奇関数のフーリエ正弦級数を求めることができる． 

 

★前 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 1 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

４．複素数とオイラーの公式 

 

 

５．複素型フーリエ級数 

 

3 

2 

2 

4 

 
 

複素数を複素平面上で表し，極形式で表現できる 

オイラーの公式を説明でき，種々の問題に適用できる． 

複素数の n乗根を求めることができる． 

簡単な周期数の複素型フーリエ級数を求めることができ

る． 

 

★前 期 期 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 2 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

第２部 確率・統計 

１．データの整理 

 1-1 度数分布 

 1-2 代表値 

 1-3 散布度 

 1-4 母集団と標本 

 

 

 

 

2 

  

 

1 

 

 

度数分布表を作成し，ヒストグラムが描ける． 

平均値，メジアン，モードを求めることができる． 

分散を求めることができる． 

母集団と標本，全数検査と標本検査とは何かを知る． 



２．確率分布 

 2-1 確率変数と確率分布 

 2-2 二項分布 

 2-3 連続型確率分布 

 2-4 正規分布  

  

 

3 

3 

1 

2 

 

簡単な事象の確率やその平均，分散が計算できる． 

二項分布の確率が計算できる 

連続型確率分布の確率やその平均，分散が計算できる 

正規分布の確率が計算できる. 

★後 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 2 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

 2-5 統計量と標本分布 

 2-6 いろいろな確率分布 

  

３．推定と検定 

 3-1 点推定 

 3-2 母平均の区間推定 

 3-3 仮説と検定 

 

3 

1 

 

 

1 

4 

3 

 

中心極限定理を用いて，標本平均の確率が計算できる． 

χ2分布，t分布を知る． 

 

 

母数の点推定ができる． 

母平均の区間推定ができる． 

母平均の検定ができる． 

★学 年 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 2 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

履修時数計 
60 

(45) 
※時間数は単位時間，( )内に実時間を示す． 

自学自習 

・予習・復習 

・小テスト・定期試験の準備 

計 

 

(15) 

(30) 

(45) 

自学自習時間として，理解を深めるために日常行う予習

復習時間，課題によるレポート作成時間，および小テス

ト・定期試験のための学習時間を 45時間以上確保する． 

 



教 科 名       応 用 物 理（Applied Physics） 学修 

学年・学科名 

第 4学年 

機械工学科 

【担当教員氏名】   常勤 田淵 正幸 

【教員室】    3階 305-2    内線 6377  

【担当教員氏名】   常勤 佐藤 博保（後期の実験） 

【教員室】    3階         内線 6376 

単位数・期間 2単位 通年 週 2時間 必修 総時間数 90時間(中間試験・自学自習 45時間を含む実時間) 

教科書など       
前期：「基礎からの物理学」 （原 康夫著，学術図書出版社） 

後期：誤差論テキスト（自作），実験テキスト（自作） 

補 助 教 材       

参 考 書など 
自作プリント，演習問題プリント，小テスト問題（解答プリント）  

学習到達目標： 

 物理学の基礎知識を習得する（B-1）．誤差論に基づいたデータ処理の方法を学び，実験で自ら取得したデー

タを用いて測定値の最確値と誤差，最小自乗法による回帰曲線を算出することができる．さらに，これらを実

験レポートとしてまとめ，期限内に提出することができる（B-1，B-4，E-2）． 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」教育プログラムの学習・教育到達目標との関連： 

Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-1) 数学および物理や化学，生物などの自然科学の基礎知識を持っている 

(B-4) 実験や実習，演習を通して専門工学における実践的な基礎技術を身につけている 

Ｅ．多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

(E-2) 技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる 

学習上の留意点： 

 前期（座学）：数学，物理で用いる数式の丸暗記にとどまらず，その考え方や適切な表現方法を身につけるよ

うにつとめる．また，数値を求める場合には，用いる値や目的量の単位にも注意を払う． 

 後期（実験）：実験レポートの提出期限を厳守する．また，不十分なレポートは再提出となるので，期限まで

に計画的なレポート作成を心がける．詳細は配布する実験のガイドを参照すること 

評価方法： 

 学年末の評定は，前期の座学，後期の実験の平均点とする．なお，各期の評定は以下の通りである． 

 前期（座学）：定期試験（B-1）（80%），小テスト，レポート等（B-1）（20%）により評価する．前期の評定は，

中間，期末の平均とする． 

 後期（実験）：全レポート（B-1，B-4，E-2）（各 100点満点）の平均点により評価する，なお，誤差論レポー

ト（3～5回）は合計で 100点満点とし，実験レポート 1回分とみなす．各レポートの点数は初

回の提出時に決まり，再提出を繰り返すと減点される．詳細は配布する実験のガイドを参照す

ること． 

必要とされる予備知識：第 3学年までの数学，物理，応用物理の内容  

関連する科目：物理，基礎数学，代数幾何，微分積分，応用物理（3年），応用数学Ⅰ，Ⅱ 

その他：後期中間での評定は行わない．後期は試験を行わない． 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

ガイダンス 

１．光 

 1-1 光の反射と屈折 

 1-2 波の干渉 

 1-3 光の干渉 

 

1 

 

4 

1 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

光の反射と屈折，全反射を説明できる． 

波の干渉について説明できる． 

ヤングの実験について説明できる． 

回折格子について説明できる． 

薄膜の干渉について説明できる． 

ニュートンリング，くさび形薄膜による干渉について説

明できる． 

 

    ★前 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 1 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

２．振動 

 2-1 単振動 

 

 

 

 2-2 単振り子 

 

 

2 

 

2 

 

1 
 

 

種々の単振動の運動方程式を導出することができ，単振

動を表す式を説明することができる． 

弾性エネルギーを理解し，単振動の力学的エネルギーを

求めることができる． 

単振り子の運動方程式を導出し，これが単振動と見なせ

ることを示すことができる． 

 



 2-3 減衰振動 

 

 

 

 

 2-4連成振動 

2 

 

2 

 

 

2 

抵抗力がはたらく場合の振動の運動方程式を導出するこ

とができる． 

抵抗力の大きさにより，減衰振動，過減衰，臨海減衰の

3 種類の解が存在することを理解し，それぞれについて

説明することができる． 

連成振動の運動方程式を導出し，これを解くことができ

る． 

★前 期 期 末 試 験   

 試験答案返却・解答解説 2 試験の解説に基づいて，理解度が低い部分を理解する． 

１．誤差論 

 1．直接測定量の最確値と誤差 

 

 2．最確値の最確値とその誤差 

 

 3．間接測定量の最確値と誤差 

 

 4．最小自乗法 

 

実験ガイダンス 

 

２．応用物理実験 

 3～5 名の班に分かれ，各班は下記のう

ち 7～8項目程度の実験を行う 

 

  1．針金の剛性率の測定 

  2．重力加速度の測定 

  3．ヤング率の測定 

  4．天秤の感度曲線の測定 

  5．レンズの曲率半径の測定 

  6．音叉の振動数の測定 

  7．水の粘性係数の測定 

  8．表面張力の測定 

  9．ホール素子の特性 

 10．熱電対の特性 

 11．放射線計測 

 

 

2 

 

1 

 

1 

 

3 

 

1 
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最確値と誤差とは何かを理解し，データからこれらを算

出することができる． 

最確値の最確値とその誤差が何かを理解し，データから

これらを算出することができる． 

比率誤差式を導出でき，これを用いて間接測定量の誤差

を算出することができる． 

最小自乗法を理解し，回帰曲線（直線）を算出すること

ができる． 

 

 

 

誤差論で学んだ知識を基に，実験で自ら取得したデータ

から各物理量を求め，それらを適切にまとめたレポート

を提出期限内に作成することができる． 

履修時数計 
60 

(45) 
※時間数は単位時間，( )内に実時間を示す． 

自学自習 

・予習・復習 

・課題によるレポート作成 

・小テスト・定期試験の準備 

計 

 

(7) 

(30) 

(8) 

(45) 

自学自習時間として，理解を深めるために日常行う予習

復習時間，課題によるレポート作成時間，および小テス

ト・定期試験のための学習時間を 40時間以上確保する． 
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